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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
昨
年
は
、
防
衛
省
に
と
り
ま
し
て

激
動
の
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
一
月
の
防
衛

庁
か
ら
防
衛
省
へ
の
移
行
、
九
月
に
は
防
衛

施
設
庁
の
廃
止
を
含
む
大
規
模
な
組
織
改
編

等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

私
共
九
州
防
衛
局
も
、
九
月
に
旧
福
岡
防

衛
施
設
局
か
ら
、
九
州
地
区
に
お
け
る
防
衛

行
政
全
般
の
機
能
を
担
う
組
織
へ
と
生
ま
れ

変
わ
り
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
年
で

あ
り
ま
し
た
。

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
九
州
各
地
に

お
い
て
海
上
自
衛
隊
の
イ
ン
ド
洋
で
の
活
動

等
に
関
す
る
防
衛
問
題
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。
ま
た
、
基
地
問
題
で
は
、
日
出
生

台
演
習
場
の
県
道
一
〇
四
号
線
越
え
射
撃
訓

練
移
転
に
係
る
使
用
協
定
の
改
定
、
米
軍
再

編
に
伴
う
築
城
及
び
新
田
原
基
地
に
お
け
る

訓
練
移
転
の
実
施
等
、
地
域
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
多
く
の
課
題
が
実
現

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

他
方
、
防
衛
省
に
お
い
て
は
国
民
の
皆
様

の
信
頼
を
損
ね
る
よ
う
な
様
々
な
問
題
が
続

発
し
て
お
り
、
私
共
は
こ
れ
を
深
刻
に
受
け

止
め
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
公
私
と
も
に
原

点
に
立
ち
返
り
、
こ
う
し
た
過
ち
を
犯
さ
ぬ

よ
う
誓
う
と
と
も
に
、
信
頼
回
復
の
た
め
何

を
為
す
べ
き
か
自
ら
考
え
実
行
し
て
い
く
な

ど
、
着
実
な
意
識
改
革
を
進
め
て
い
く
考
え

で
あ
り
ま
す
。

当
局
に
お
い
て
は
、
本
年
も
米
軍
再
編
、

訓
練
水
域
の
確
保
、
佐
世
保
地
区
の
諸
問
題

等
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
職

員
一
同
、
こ
れ
ら
諸
課
題
解
決
に
向
け
て
、

地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
下
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
強
め
、
全
力
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

新
た
な
年
を
迎
え
、
九
州
防
衛
局
は
、
今

年
も
地
域
の
皆
様
の
ご
意
見
等
に
虚
心
坦
懐

に
耳
を
傾
け
、
昨
年
の
新
語
流
行
語
に
準
え

れ
ば
「
そ
ん
な
の
関
係
ね
え
！
」
の
考
え
を

排
し
、
「
ど
げ
ん
か
せ
ん
と
い
か
ん
！
」
の

心
構
え
で
臨
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈

念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
自
衛
隊
記
念
日
に
あ
た

り
、
防
衛
行
政
に
対
し
深
い
理
解
と
協
力
を

示
さ
れ
、
防
衛
施
設
の
安
定
的
使
用
に
功
績

の
あ
っ
た
次
の
方
々
に
対
し
そ
の
功
績
を
讃

え
る
た
め
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

○
防
衛
大
臣
感
謝
状

玖
珠
町
長 　
　
　

 

小
林
公
明 

氏

九
重
町
長 　
　
　

 

坂
本
和
昭 

氏

○
九
州
防
衛
局
長
感
謝
状

由
布
市
長 　
　
　

 

首
藤
奉
文 

氏

平
成
十
九
年
十
月
五
日
付
け
で
中
嶋
浩
一

郎
企
画
部
長
が
防
衛
省
防
衛
政
策
局
戦
略
企

画
室
長
へ
栄
転
さ
れ
、
後
任
の
企
画
部
長
に

は
十
月
十
日
付
け
で
三
輪
防
衛
省
大
臣
官
房

企
画
官
が
発
令
さ
れ
た
。企

画
部
長

　
　

三
輪
　

恒
佳

昭
和
三
十
六
年
生
ま
れ

昭
和
六
十
二
年
四
月
　

防
衛
庁

　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
・
・

平
成
十
九
年
一
月
　

大
臣
官
房
企
画
官

平
成
十
九
年
十
月   
現
職

　

平
成
十
九
年
十
月
一
日
当
局
職
員
の
仲
間

入
り
を
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

  

局
職
員
、
関
係
機
関
の
方
々
の
ご
指
導
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

    

平
成
十
九
年
九
月
一
日
に
次
の
方
が
退
職

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

熊
本
支
局
業
務
課
　
　
　

矢
田
　

信
一

九
州
防
衛
局
長
　

原
　

田
　
　

 

実

感
　

謝
　

状

人
事
異
動（
新
幹
部
の
紹
介
）

新
規
採
用
者

み
　

   

わ
　
　
　

   

つ
ね   

よ
し

調達部建築課
川　口　康　志

退
　

職
　

者

き ゅ う し ゅ う
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在
日
米
軍
従
業
員

永
年
勤
続
者
表
彰
式

平
成
十
九
年
十
月
二
十
五
日
、
佐
世
保
海

軍
施
設
等
に
勤
務
す
る
在
日
米
軍
従
業
員
の

平
成
十
九
年
度
永
年
勤
続
者
表
彰
式
が
佐
世

保
市
鹿
子
前
町
の
「
九
十
九
島
観
光
ホ
テ

ル
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
主
催

者
の
国
か
ら
原
田
防
衛
局
長
、
米
側
か
ら
米

海
軍
佐
世
保
基
地
ペ
イ
ン
司
令
官
が
出
席
、

来
賓
と
し
て
入
江
長
崎
県
県
北
振
興
局
長
、

山
下
西
海
市
長
、
深
堀
佐
世
保
市
収
入
役
等

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
式
次
第
に
沿
っ
て
日
米
両
国
国
歌

の
吹
奏
に
始
ま
り
、
原
田
局
長
、
ペ
イ
ン
司

令
官
の
挨
拶
、
勤
続
四
十
年
、
三
十
年
、
二

十
年
及
び
十
年
の
受
賞
者
百
六
十
三
名
の
そ

れ
ぞ
れ
の
代
表
者
へ
表
彰
状
及
び
記
念
品
の

授
与
、
来
賓
の
挨
拶
、
最
後
に
受
賞
者
を
代

表
し
て
米
海
軍
極
東
施
設
技
術
部
隊
佐
世
保

の
上
薗
茂
樹
氏
が
謝
辞
を
述
べ
、
厳
粛
な
雰

囲
気
の
中
に
滞
り
な
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
会
場
を
隣
室
に
移
し
祝
賀
会
が
行
わ

れ
、
来
賓
や
職
場
の
上
司
等
が
受
賞
者
を
囲

ん
で
和
や
か
に
談
笑
し
、
盛
況
の
う
ち
に
幕

を
お
ろ
し
ま
し
た
。

本
式
典
の
開
催
に
あ
た
り
、
最
後
ま
で
ご

尽
力
を
戴
き
ま
し
た
機
構
佐
世
保
支
部
等
の

の
方
々
に
対
し
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

当
局
は
、
テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ

く
海
上
自
衛
隊
の
イ
ン
ド
洋
に
お
け
る
補
給

活
動
に
つ
い
て
、
広
く
国
民
の
皆
様
の
ご
理

解
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
九
月
十

九
日
佐
世
保
市
の
ア
ル
カ
ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ

（
参
加
者
約
六
〇
〇
名
）
、
十
月
十
七
日
熊

本
市
の
熊
本
市
民
会
館
（
同
約
五
七
〇

名
）
、
十
月
二
十
九
日
鹿
児
島
市
の
鹿
児
島

市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
同
約
四
四
〇
名
）
及
び

十
二
月
六
日
福
岡
市
の
都
久
志
会
館
（
同
約

二
〇
〇
名
）
の
四
カ
所
に
お
い
て
、
防
衛
問

題
セ
ミ
ナ
ー
「
テ
ロ
に
立
ち
向
か
う
自
衛

隊
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
主
催
局
で
あ
る
九
州
防
衛

局
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
防
衛
省
担
当
官
か

ら
「
テ
ロ
と
の
闘
い
と
自
衛
隊
の
活
動
の
意

義
」
に
つ
い
て
説
明
、
イ
ン
ド
洋
に
お
け
る

海
上
自
衛
隊
の
活
動
に
従
事
さ
れ
た
派
遣
部

隊
指
揮
官
に
よ
る
体
験
談
の
講
演
、
外
務
省

担
当
官
か
ら
「
日
本
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ

の
貢
献
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
ま

た
、
説
明
後
に
は
参
加
者
の
皆
様
か
ら
質
問

を
お
受
け
し
、
そ
の
中
か
ら
関
心
の
高
い
も

の
に
つ
い
て
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。国

民
の
皆
様
に
は
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し

て
、
こ
れ
ま
で
海
上
自
衛
隊
が
行
っ
て
き
た

イ
ン
ド
洋
に
お
け
る
補
給
活
動
の
意
義
や
内

容
等
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
け
た
と
思
い

ま
す
。

平
成
十
八
年
度
ま
で
に
、
宮
崎
県
内
に
お

い
て
完
成
し
た
施
設
の
う
ち
、
そ
の
一
部
を

こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。

事
　

案
　

名

：

え
び
の
送
信
所
周
辺
障
害
防

止
対
策
事
業（
川
北
川
砂
防
工
）

補
助
事
業
者

：

宮
崎
県

コ 

メ 

ン 

ト

：

送
信
所
の
整
備
に
伴
い
洪
水

流
量
が
増
加
し
た
た
め
流
路

工
を
実
施
し
洪
水
被
害
の
防

止
を
図
っ
て
い
ま
す
。

事
　

案
　

名

：

新
田
原
飛
行
場
関
連
公
共
用

施
設
（
教
育
文
化
施
設
：
原

田
地
区
集
会
施
設
）
整
備
事

業

補
助
事
業
者

：

西
都
市

防
衛
問
題
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

当
局
の

補
助
金
業
務
に
つ
い
て

九州防衛局　No.2 き ゅ う し ゅ う 平成20年1月15日

－ 3－



弓張岳展望台(標高３６４ｍ）より佐世保湾を望む（岸壁整備を青点線で示す）

コ 

メ 

ン 

ト

：

集
会
施
設
の
整
備
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
教

育
と
文
化
の
向
上
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

　

佐
世
保
市
街
を
展
望
出
来
る
場
所
と
し

て
、
市
の
中
心
街
か
ら
見
て
西
側
に
弓
張
岳

が
あ
り
、
そ
の
頂
上
付
近
に
展
望
台
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
展
望
台
は
市
内
有
数
の
観
光
の
名
所

で
あ
り
南
東
側
に
は
佐
世
保
市
街
を
、
ま
た

西
側
に
は
九
十
九
島
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

事
　

案
　

名
：
霧
島
演
習
場
周
辺
道
路
改
修

等
（
上
門
前
尾
八
野
線
）
事

業

補
助
事
業
者
：
え
び
の
市

コ 

メ 

ン 

ト
：
自
衛
隊
車
両
と
の
離
合
の
困

難
を
解
消
し
、
周
辺
住
民
の

皆
様
の
利
便
性
を
図
っ
て
い

ま
す
。

す
。

　

米
軍
に
配
備
さ
れ
て
い
る
大
型
艦
船
な
ど

の
接
岸
時
の
安
全
や
効
率
的
な
作
業
の
確
保

な
ど
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
係
留
岸
壁
と

し
て
長
さ
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
泊
地
の
水

深
約
十
一
メ
ー
ト
ル
と
埠
頭
用
地
と
し
て
約

五
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
埋
立
な
ど
の
工
事
を

行
う
も
の
で
、
平
成
十
五
年
度
に
着
工
し
て

い
ま
す
。

  

工
事
は
、
ケ
ー
ソ
ン
式
に
よ
る
岸
壁
、
浚

渫
及
び
埋
め
立
て
は
ほ
ぼ
終
了
し
、
現
在

は
、
埋
め
立
て
地
盤
の
沈
下
促
進
の
た
め
に

約
七
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
仮
土
を
盛
り
上
げ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

  

今
後
、
岸
壁
エ
プ
ロ
ン
舗
装
と
艦
船
停
泊

時
の
水
や
電
気
の
供
給
の
た
め
の
ユ
ー
テ
ィ

リ
テ
ィ
ー
施
設
な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

  

水
質
汚
濁
の
監
視
や
作
業
船
舶
の
安
全
航

行
監
視
等
、
環
境
面
及
び
安
全
面
等
に
配
慮

し
て
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

福
　

谷
　

修
　

一

「
初
め
ま
し
て
！

　
　
　

長
崎
防
衛
支
局
で
す
」

平
成
十
九
年
九
月
一
日
の
防
衛
省
組
織
改

編
に
よ
り
、
新
た
に
九
州
防
衛
局
に
仲
間
入

り
し
ま
し
た
長
崎
防
衛
支
局
で
す
。
今
回

は
、
初
め
て
の
掲
載
で
す
の
で
長
崎
防
衛
支

局
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

現
在
の
支
局
庁
舎
は
、
長
崎
港
の
東
岸
に

位
置
す
る
長
崎
市
出
島
町
に
所
在
し
て
い
ま

す
。
周
辺
に
は
、
出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
跡
、

長
崎
新
地
中
華
街
、
グ
ラ
バ
ー
園
、
長
崎
県

美
術
館
等
の
観
光
名
所
が
あ
り
ま
す
。
庁
舎

は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
階
建
の
建
物
に

な
っ
て
お
り
、
長
崎
防
衛
支
局
は
そ
の
三
、

四
階
に
入
居
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
庁
舎
の

一
、
二
階
に
は
長
崎
地
方
協
力
本
部
が
入
居

し
て
お
り
、
庁
舎
の
敷
地
内
に
は
ヘ
リ
コ
プ

佐
世
保
米
海
軍
施
設
内

　
　
　
　

  

の
岸
壁
工
事

支
局
・
事
務
所
だ
よ
り

長
崎
だ
よ
り

特
に
こ
の
場
所
か
ら
見
る
夜
景
が
美
し
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
正
面
眼
下
に
見
え
る
の
が
、
天
然

の
良
港
と
し
て
旧
軍
港
が
開
か
れ
、
明
治
二

十
二
年
に
鎮
守
府
が
置
か
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
現
在
は
米
海
軍
佐
世
保
基
地
、
海
上
自

衛
隊
及
び
民
間
の
造
船
所
な
ど
が
所
在
し
て

い
る
佐
世
保
湾
で
す
。

　

こ
の
米
海
軍
施
設
の
一
角
に
お
い
て
、
当

局
は
現
在
岸
壁
整
備
工
事
を
行
っ
て
い
ま
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「長崎防衛支局」庁舎

護衛艦「あたご」

タ
ー
が
展
示
さ
れ
、
庁
舎
の
目
印
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

支
局
の
主
要
な
業
務
は
、
調
達
品
等
に
係

る
原
価
監
査
及
び
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
管
轄
区
域
は
、
九
州
の
七
県
及
び
山
口

県
（
下
関
市
に
限
る
。
）
で
あ
り
、
九
州
防

衛
局
管
内
に
お
け
る
調
達
品
等
に
係
る
こ
れ

ら
業
務
を
、
長
崎
防
衛
支
局
が
実
施
し
て
い

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
支

局
の
定
員
は
二
十
五
名
と
少
数
で
す
が
、
職

員
は
庁
舎
又
は
調
達
品
等
に
関
係
す
る
各
県

の
工
場
等
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

実
際
に
検
査
を
行
っ
て
い
る
調
達
品
を
紹

介
し
ま
す
と
、
最
初
に
あ
げ
ら
れ
ま
す
の

が
、
長
崎
県
に
あ
る
三
菱
重
工
長
崎
造
船
所

に
お
い
て
建
造
中
の
イ
ー
ジ
ス
護
衛
艦
で

す
。
イ
ー
ジ
ス
護
衛
艦
は
、
契
約
締
結
か
ら

海
上
自
衛
隊
に
引
渡
す
ま
で
に
約
四
年
も
の

歳
月
を
要
し
、
建
造
工
程
中
に
は
海
上
で
の

検
査
な
ど
が
行
わ
れ
、
最
終
的
な
検
査
に
合

格
し
た
後
に
、
造
船
所
に
お
い
て
引
渡
さ

れ
、
所
属
の
部
隊
へ
と
回
航
さ
れ
ま
す
。

次
は
、
大
分
県
に
あ
る
旭
化
成
ケ
ミ
カ
ル

ズ
に
お
い
て
製
造
中
の
発
射
薬
で
す
。
発
射

薬
と
は
、
砲
弾
を
発
射
す
る
推
進
薬
の
こ
と

で
す
。
発
射
薬
が
製
造
さ
れ
る
工
程
中
に

は
、
決
め
ら
れ
た
演
習
場
で
の
検
査
な
ど
が

行
わ
れ
、
最
終
的
な
検
査
に
合
格
し
た
後

に
、
部
隊
等
に
納
入
さ
れ
ま
す
。

駆
け
足
で
長
崎
防
衛
支
局
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
が
、
長
崎
防
衛
支
局
を
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

古
　

澤
　

英
　

樹

九
州
に
は
様
々
な
食
文
化
が
根
付
い
て
い

ま
す
が
、
熊
本
県
の
食
文
化
と
い
え
ば
、
馬

刺
し
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
方
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
馬
刺
し
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

馬
刺
し
の
由
来
は
、
文
禄
・
慶
長
の
役
当

時
、
加
藤
清
正
軍
が
敵
に
補
給
を
断
た
れ
、

食
料
が
底
を
つ
い
た
際
に
や
む
を
得
ず
軍
馬

を
食
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
、
そ
の
後
、

清
正
公
が
肥
後
（
熊
本
県
）
に
広
め
た
と
い

う
説
が
あ
り
ま
す
。

馬
刺
し
の
種
類
は
、
有
名
な
赤
身
・
霜
降

り
・
タ
テ
ガ
ミ
・
ト
ロ
（
バ
ラ
肉
の
極
上
部

分
）
の
他
、
一
頭
か
ら
少
量
し
か
採
れ
な
い

こ
う
ね
（
タ
テ
ガ
ミ
の
脂
）
・
レ
バ
刺
し
・

タ
ン
刺
し
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
市
販
さ
れ
て

い
る
赤
身
・
霜
降
り
な
ど
の
値
段
は
、
百
グ

ラ
ム
あ
た
り
赤
身
で
約
七
百
円
、
霜
降
り
で

約
千
五
百
円
、
タ
テ
ガ
ミ
で
約
四
百
円
と
決

し
て
安
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
馬
肉

は
、
牛
肉
・
鶏
肉
・
豚
肉
よ
り
、
低
カ
ロ

リ
ー
、
低
脂
肪
、
低
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
低

飽
和
脂
肪
酸
、
高
た
ん
ぱ
く
質
で
、
食
べ
て

も
太
り
に
く
く
、
低
ア
レ
ル
ギ
ー
食
品
で
あ

る
た
め
、
現
在
で
は
、
高
齢
者
や
疲
れ
気
味

の
人
に
適
し
た
食
材
と
し
て
注
目
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。

馬
刺
し
は
、
お
ろ
し
シ
ョ
ウ
ガ
や
お
ろ
し

ニ
ン
ニ
ク
、
刻
み
葱
な
ど
の
薬
味
を
入
れ
た

醤
油
を
つ
け
て
食
べ
る
の
が
一
般
的
で
す

が
、
馬
刺
し
や
焙
っ
た
馬
刺
し
を
使
っ
た
寿

司
も
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

馬
肉
の
油
の
融
点
は
人
肌
で
も
十
分
溶
け
る

ほ
ど
低
い
た
め
、
霜
降
り
肉
も
刺
身
で
十
分

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
馬
刺
し
に
は
冷
凍
も
の
と
冷
蔵
も

の
が
あ
り
ま
す
。
冷
凍
も
の
は
風
味
、
色
合

い
が
落
ち
、
ま
た
人
工
の
「
さ
し
」
を
入
れ

て
い
る
場
合
が
あ
る
た
め
冷
蔵
も
の
を
お
勧

め
し
ま
す
。
た
だ
、
人
工
の
「
さ
し
」
が

入
っ
た
も
の
は
、
天
然
と
比
べ
る
と
油
の
融

点
が
低
い
た
め
、
こ
ち
ら
の
方
が
美
味
し
い

と
感
じ
る
方
も
い
る
か
と
思

い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
熊
本
に
お
越
し

の
際
は
、
馬
刺
し
を
是
非
一

度
食
し
て
み
て
は
如
何
で
す

か
。

古
　

田
　

秀
　

彦

小
倉
防
衛
事
務
所
か
ら
は
平
成
十
八
年
三

月
十
六
日
に
開
港
し
た
新
北
九
州
空
港
を
紹

介
し
ま
す
。

新
北
九
州
空
港
は
、
北
九
州
市
と
そ
の
周

辺
地
域
の
二
百
万
人
圏
域
の
空
の
玄
関
と
し

て
、
周
防
灘
沖
合
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
建

設
さ
れ
た
敷
地
縦
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
横

四
、
一
二
五
メ
ー
ト
ル
、
滑
走
路
二
、
五
〇

〇
メ
ー
ト
ル
を
有
す
る
二
十
四
時
間
体
制
の

海
上
空
港
で
す
。
ま
ず
そ
の
完
成
ま
で
の
生

い
立
ち
を
追
い
ま
す
。

旧
北
九
州
空
港
は
戦
時
中
に
国
の
基
幹
産

業
で
あ
る
八
幡
製
鉄
所
な
ど
を
米
軍
戦
闘
機

の
空
襲
か
ら
守
る
た
め
に
、
旧
陸
軍
が
戦
闘

機
基
地
と
し
て
建
設
さ
れ
た
曽
根
飛
行
場
が

始
ま
り
で
す
。

し
か
し
、
滑
走
路
が
一
、
六
〇
〇
メ
ー
ト

ル
と
短
く
周
囲
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
て
い

て
、
霧
に
よ
る
運
航
障
害
が
発
生
し
や
す
い

熊
本
だ
よ
り

小
倉
だ
よ
り
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「新北九州空港」

地
元
は
、
物
流
拠
点
と
し
て
新
北
九
州
空

港
の
活
用
を
目
指
し
て
お
り
、
現
在
東
京

（
羽
田
）―

北
九
州
間
に
深
夜
の
貨
物
便

と
し
て
、
週
六
便
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
エ
ア
ラ
イ

ン
ズ
（
佐
川
急
便
グ
ル
ー
プ
）
が
運
航
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
際
貨
物
と
し
て
昨
年

十
一
月
に
は
ボ
ー
ジ
ョ
レ
・
ヌ
ー
ボ
ー
を
満

載
し
た
貨
物
機
が
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
ら
到

着
し
ま
し
た
。

今
後
、
九
州
新
幹
線
と
の
競
合
等
、
様
々

な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
共
に
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
北
九
州
の
発
展
を
願
う
ば
か
り

で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
資
料
の
提
供
を

頂
い
た
北
九
州
市
港
湾
企
画
室
の
職
員
の
方

に
は
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

久 

保 

田
　
　

忍

    

「
楽
チ
ャ
リ
」

天
気
の
い
い
昼
下
が
り
。
東
京
で
も
す
っ

か
り
有
名
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
佐
世
保
バ
ー

ガ
ー
。
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
伝
来
の
地
、
佐
世
保

に
は
昭
和
二
十
五
年
に
伝
わ
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
佐
世
保
に
て
食
し
て
み
た

い
と
思
っ
た
ら
、
片
手
に
佐
世
保
バ
ー
ガ
ー

マ
ッ
プ
。
し
か
も
何
軒
か
「
は
し
ご
」
し
て

み
た
い
、
な
ん
て
考
え
て
し
ま
う
。
佐
世
保

の
玄
関
口
で
あ
る
佐
世
保
駅
に
降
り
立
っ

て
、
ど
の
店
か
ら
は
じ
め
よ
う
か
、
佐
世
保

市
が
誇
る
全
長
約
一
キ
ロ
の
ア
ー
ケ
ー
ド
を

ぶ
ら
ぶ
ら
、
そ
れ
と
も
バ
ス
に
乗
っ
て
移

動
？
佐
世
保
駅
に
接
続
し
て
い
る
Ｍ
Ｒ
松
浦

鉄
道
に
乗
る
？
で
も
い
っ
た
い
ど
こ
で
降
り

れ
ば
い
い
の
？
そ
も
そ
も
佐
世
保
バ
ー
ガ
ー

の
店
は
一
カ
所
に
集
ま
っ
て
い
る
の
？
答
え

は
ノ
ー
で
す
。
で
は
、
店
と
店
と
の
間
の
移

動
は
自
転
車
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
自
転

車
？
佐
世
保
は
坂
道
が
非
常
に
多
い
の
に
自

転
車
？
市
内
中
心
部
で
バ
イ
ク
は
よ
く
見
か

け
ま
す
が
、
自
転
車
は
珍
し
い
。
坂
道
を
自

分
の
足
の
力
だ
け
で
漕
ぐ
の
は
酷
で
あ
る
の

で
す
が
、
電
動
ア
シ
ス
ト
が
あ
れ
ば
非
常
に

心
強
い
は
ず
。
佐
世
保
の
玄
関
口
で
あ
る
佐

世
保
駅
。
コ
ン
コ
ー
ス
を
見
渡
す
と
、
巨
大

な
佐
世
保
バ
ー
ガ
ー
に
巨
大
な
佐
世
保
独

楽
、
そ
し
て
「
楽
チ
ャ
リ
」
の
看
板
。
さ
ら

に
近
づ
い
て
み
る
と
、
電
動
自
転
車
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
の
文
字
が
お
ど
る
。
コ
ー
ス
の
途

中
に
は
、
佐
世
保
の
見
所
が
盛
り
だ
く
さ

ん
、
レ
ン
タ
ル
料
も
財
布
に
優
し
い
。
し
か

も
排
気
ガ
ス
を
出
さ
な
い
電
動
自
転
車
、
環

境
に
も
優
し
い
の
で
す
。
佐
世
保
市
内
の
平

地
を
巡
る
ラ
ク
ラ
ク
「
二
時
間
」
コ
ー
ス
、

九
十
九
島
方
面
ま
で
足
を
の
ば
し
て
み
た
い

と
思
っ
た
ら
、
坂
道
を
含
む
健
脚
「
四
時

間
」
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
無
料
で
駐
輪
で

き
る
場
所
も
多
い
の
で
、
旅
の
お
供
に
電
動

自
転
車
な
ん
て
如
何
で
し
ょ
う
。

と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
問
題
を
解
消
す
べ
く
地
元
が
国
に
要
望
し

空
港
事
業
と
し
て
位
置
付
け
さ
れ
、
三
十
五

年
の
歳
月
を
経
て
完
成
し
た
空
港
で
す
。
埋

め
立
て
か
ら
建
設
等
全
て
に
掛
か
っ
た
空
港

整
備
事
業
費
は
約
一
千
四
十
二
億
円
だ
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。

新
空
港
は
、
北
九
州
都
市
高
速
道
路
・
九

州
自
動
車
道
・
東
九
州
自
動
車
道
・
空
港
連

絡
道
路
（
県
道
）
と
接
続
し
、
小
倉
駅
か
ら

約
二
十
七
分
、
下
関
か
ら
約
四
十
分
で
到
着

で
き
、
駐
車
場
は
二
十
四
時
間
三
百
九
十
円

で
利
用
出
来
ま
す
。
ま
た
、
北
九
州
市
内
の

各
駅
や
最
寄
り
の
Ｊ
Ｒ
駅
で
あ
る
朽
網
駅
、

苅
田
駅
か
ら
ア
ク
セ
ス
バ
ス
が
三
十
五
分
で

結
ん
で
い
ま
す
。

就
航
し
て
い
る
路
線
は
、
国
内
線
と
し
て

は
東
京
へ
日
本
航
空
及
び
ス
タ
ー
フ
ラ
イ

ヤ
ー
（
本
社
は
北
九
州
に
あ
り
、
全
日
本
空

輸
と
共
同
運
航
）
が
一
日
十
五
往
復
、
沖
縄

へ
日
本
ト
ラ
ン
ス
オ
ー
シ
ャ
ン
航
空
が
一
日

一
往
復
運
航
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
九
州

で
唯
一
の
本
格
的
な
二
十
四
時
間
空
港
で
あ

り
、
東
京
線
は
深
夜
（
北
九
州
着
二
十
五

時
）
・
早
朝
（
北
九
州
発
五
時
三
十
分
）
便

も
運
航
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
際
線
と
し
て
は
上
海
へ
週
三
便
（
火
・

木
・
日
）
、
夏
期
季
節
運
航
で
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
へ
週
二
便
運
航
さ
れ
て
い
ま
す
。
空
港

の
利
用
者
は
、
旧
空
港
が
年
間
約
三
十
万
人

に
対
し
て
初
年
度
は
国
内
線
約
百
二
十
四
万

人
、
国
際
線
二
万
人
と
四
倍
以
上
と
な
っ
て

い
ま
す
。

佐
世
保
だ
よ
り
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田
　

渕
　

直
　

樹

最
近
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
で
紹
介
さ

れ
、
じ
わ
じ
わ
と
全
国
に
広
が
っ
て
い
る

「
伝
統
的
な
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
（
万
能
調

味
料
）
」
を
紹
介
し
ま
す
。

そ
の
名
は
「
ご
ま
だ
し
」
。

ご
ま
だ
し
は
、
大
分
県
の
南
部
に
位
置
す

る
佐
伯
市
の
代
表
的
な
郷
土
料
理
で
、
お
湯

に
溶
か
す
だ
け
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
、
胡

麻
の
香
り
と
魚
の
ダ
シ
が
効
い
た
汁
物
に
早

変
わ
り
す
る
と
い
っ
た
非
常
に
お
手
軽
で
便

利
な
調
味
料
で
す
。

ご
ま
だ
し
の
代
表
的
な
作
り
方
は
、
①
エ

ソ
（
主
に
蒲
鉾
の
原
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
エ
ソ
を
使
い
ま
す
が
、
鯵
、
鯛
、
鱚
、
イ

リ
コ
な
ど
を
使
っ
た
り
も
し
ま
す
。
）
の
頭

と
内
臓
を
取
り
除
く
。
②
焼
い
て
骨
と
皮
を

取
り
除
く
。
③
胡
麻
を
炒
り
擂
る
。
④
エ

ソ
、
胡
麻
、
醤
油
等
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
す
り

鉢
等
で
ペ
ー
ス

ト
状
に
す
る
。

と
い
っ
た
手
間

と
時
間
は
か
か

る
も
の
の
、
作

り
方
は
実
に
シ

ン
プ
ル
で
す
。

元
々
、
漁
で

忙
し
い
時
に
保

存
食
と
し
て

（
瓶
に
入
れ
て
お
け
ば
、
夏
場
で
約
一
週

間
、
冬
場
で
約
一
ヶ
月
保
存
で
き
る
）
漁
師

の
家
庭
で
作
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
各
家
庭
で
も
作
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、
統
一

さ
れ
た
味
で
は
な
い
、
ま
さ
に
家
庭
の
お
袋

の
味
と
い
っ
た
も
の
で
し
た
。

最
近
は
、
食
の
多
様
化
も
あ
り
、
家
庭
で

作
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

と
聞
き
ま
す
。

ご
ま
だ
し
を
使
っ
た
料
理
は
、
鍋
、
お
茶

漬
け
、
冷
や
っ
こ
な
ど
色
々
あ
り
ま
す
が
、

や
は
り
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
「
ご
ま

だ
し
う
ど
ん
」
で
す
。
こ
れ
は
、
丼
に
う
ど

ん
と
好
み
の
量
の
ご
ま
だ
し
を
入
れ
、
お
湯

を
注
ぎ
、
混
ぜ
る
だ
け
と
い
っ
た
簡
単
な
も

の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
便
利
で
手
軽
の
う
え
、
皆
さ

ん
ご
存
じ
の
よ
う
に
ご
ま
に
は
抗
酸
化
作

用
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
低
下
な
ど
の
効
用
が

あ
り
、
ま
た
、
エ
ソ
（
魚
類
）
は
タ
ン
パ
ク

質
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
摂
れ
る
と
い
っ
た
栄
養

価
の
面
で
も
優
れ
た
食
品
で
す
。

皆
さ
ん
も
是
非
ご
試
食
さ
れ
て
は
如
何
で

し
ょ
う
か
。

工
　

藤
　

剛
　

盟

皆
さ
ん
も
一
度
は
聞
い
た
事
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
今
回
は
高
千
穂
の
夜
神
楽
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
崎
県
北
西
部
に
あ
る
天
孫
降
臨
と
仙
境

の
地
高
千
穂
は
、
北
に
九
州
の
雄
峰
祖
母
連

山
、
南
に
九
州
山
脈
に
接
す
る
盆
地
を
形
成

し
山
容
穏
や
か
な
神
話
と
伝
説
の
町
で
す
。

高
千
穂
の
夜
神
楽
は
、
村
人
達
が
そ
の
年

の
豊
か
な
実
り
を
感
謝
し
、
併
せ
て
来
る
年

の
無
事
と
五
穀
豊
穣
を
祈
る
お
祭
り
で
、
国

の
重
要
無
形
民
族
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
毎
年
十
一
月
か
ら
翌
年
の
二
月
ま
で
の

間
、
民
家
を
神
楽
宿
と
し
概
ね
午
後
五
時
頃

か
ら
翌
日
の
お
昼
頃
ま
で
夜
を
徹
し
て
舞
い

明
か
さ
れ
ま
す
。
夜
神
楽
は
岩
戸
開
き
の
神

話
を
舞
の
形
と
し
た
も
の
を
始
め
、
全
三
十

三
番
ま
で
あ
り
、
天
照
大
神
（
あ
ま
て
ら
す

お
お
み
か
み
）
が
天
の
岩
戸
に
お
隠
れ
に

な
っ
た
折
り
、
鈿
女
（
う
ず
め
）
の
命
が
調

子
お
も
し
ろ
く
舞
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
代
表
的
な
舞
と
し
て

「
手
力
雄
（
て
ぢ
か
ら
お
）
の
舞
」

天
照
大
神
が
天
の
岩
戸
に
お
隠
れ
に

な
っ
た
の
で
、
力
の
強
い
手
力
雄
命
が

天
の
岩
戸
を
探
し
出
す
た
め
、
静
か
に

音
を
聞
い
た
り
考
え
た
り
す
る
様
子
を

表
現

「
鈿
女
（
う
ず
め
）
の
舞
」

天
の
岩
戸
の
所
在
が
は
っ
き
り
し
た
の

で
、
岩
戸
の
前
で
面
白
く
可
笑
し
く
舞

い
、
天
照
大
神
を
岩
屋
よ
り
誘
い
出
そ

う
と
す
る
舞

「
戸
取
（
と
と
り
）
の
舞
」

天
の
岩
屋
も
岩
戸
の
戸
も
所
在
が
は
っ

き
り
し
た
の
で
、
手
力
雄
命
が
岩
戸
を

取
り
除
い
て
天
照
大
神
を
迎
え
出
す
舞

で
、
勇
壮
で
力
強
い
舞
」

な
ど
が
あ
り
、
神
楽
宿
の
外
で
は
火
を
興
し

暖
を
と
り
な
が
ら
「
煮
物
」
や
「
か
っ
ぽ

酒
」
が
振
る
ま
わ
れ
、
神
楽
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
「
か
っ
ぽ
酒
」
は
一

メ
ー
ト
ル
位
に
切
っ
た
竹
筒
に
穴
を
空
け
、

身
体
の
芯
か
ら
暖
め
る
た
め
に
、
二
十
度
の

焼
酎
を
入
れ
熱
燗
で
飲
ま
れ
て
お
り
、
竹
の

甘
い
風
味
も
加
わ
っ
て
焼
酎
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
ま
ろ
や
か
な
味
に
な
り
ま
す
。
ま
た
地

域
に
よ
っ
て
は
神
楽
宿
か
ら
出
て
き
た
地
元

の
人
や
観
光
客
を
自
宅
に
招
き
入
れ
、
知
ら

な
い
者
同
志
で
宴
を
楽
し
む
風
習
も
あ
り
、

田
舎
な
ら
で
は
の
暖
か
さ
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。神

楽
の
シ
ー
ズ
ン
も
後
半
に
差
し
か
か
り

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
も
日
常
生
活
か
ら
一
歩

踏
み
出
し
、
神
話
の
里
で
一
息
入
れ
て
は
如

何
で
し
ょ
う
か
。

別
府
だ
よ
り

宮
崎
だ
よ
り
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別 府 防 衛 事 務 所

佐 世 保 防 衛 事 務 所

小 倉 防 衛 事 務 所

次 長

局 長

管 理 部

管 理 調 整 官

施 設 取 得 課

施 設 管 理 課

施 設 補 償 課

業 務 課

総 務 部

会 計 監 査 官

防 衛 補 佐 官

報 道 官

契 約 課

会 計 課

総 務 課

総 括 建 設 監 督 官

設 備 課

土 木 課

建 築 課

調 達 部

調 達 計 画 課

次 長

住 宅 防 音 課

防 音 対 策 課

周 辺 環 境 整 備 課

企 画 部

地 方 調 整 課

基地対策室

次 長

九 州 防 衛 局

防衛施設地方審議会

長崎防衛支局

熊本防衛支局

局の所掌事務の総合調整、職員の人事、職員の福利厚生等

決算及び会計、物品管理等

入札及び契約

広報及び情報の収集整理等

部の所掌事務の総合的な企画立案、建設工事の実施計画等

建築工事の基準、設計、積算、施工の促進、監督及び検査等

関係機関等との連絡調整及び資料収集等

土木工事の基準、設計、積算、施工の促進、監督及び検査等

設備、通信工事の基準、設計、積算、施工の促進、監督及び検査等

部の所掌事務の総合的な企画立案、地位協定18条の規定に基づく損害賠償の処理、地方審議会の庶務等

漁船の操業制限及び禁止並びにこれに伴う損失補償、防衛施設の権利者への返還における損失補償等

自衛隊の行政財産の管理、在日米軍への施設の引き渡し、防衛施設の権利者への返還等

防衛施設の借上、取得及びこれに伴う必要な措置等

部の所掌事務の総合的な企画立案、地方公共団体等の理解、協力の確保等

防衛施設の諸問題に対する施策の企画・立案等

障害防止工事、民生安定施設の助成及び特定防衛施設周辺整備調整交付金の交付等

学校等の防音工事等

住宅防音工事、移転の補償等

建設工事の施工の監督

部の所掌事務の一部を総括整理

宮 崎 防 衛 事 務 所

次 長

支 局 長

建 設 計 画 官

設 備 課

建 築 課

土 木 課

業 務 課

総 務 課

次 長

支 局 長

装 備 課

総 務 課

首 席 検 査 官

支局の所掌事務の総合調整、決算及び会計、入札及び契約等

利害関係人等との連絡調整、自衛隊の行政財産の管理等

支局の所掌事務の総合調整、決算及び会計等

調達品及び役務に係る原価監査、検査等

建築工事の基準、設計、積算、施工の促進、監督及び検査等

土木工事の基準、設計、積算、施工の促進、監督及び検査等

設備、通信工事の基準、設計、積算、施工の促進、監督及び検査等

建設工事の実施計画等

関係機関等との連絡調整及び資料収集等

労 務 対 策 官 駐留軍等労働者の雇入れ、労務管理等

九州防衛局　組織図九州防衛局　組織図
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